
農林中央金庫のインパクト創出の取組み
～食と農業のインパクト指標に関連して～
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農林中央金庫について

◼ 全国のJA、JF、JForestを会員とする系統金融機関の全国組織。

注 会員数、資産等は2026年3月31日現在

パーパス
（存在意義）

会員
全国の農協、漁協、森林組合
およびその連合会等

リソース

1923年12月20日設立 2023年に100周年設立

総資産 約83.9兆円
資本金 約4.8兆円

職員数 約3,300人
拠点数 23拠点
（国内外拠点・G会社を除く）

約3,200団体

ステークホルダーのみなさまとともに、農林水産業をはぐくみ、

豊かな食とくらしの未来をつくり、持続可能な地球環境に貢献していきます
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農林中央金庫の役割

3

出所：農林中央金庫 統合報告書 2026

◼ 農林水産業者の協同組織を基盤とする全国金融機関として、JA（農協）、JF（漁協）、JForest（森組）など会員からの出資や、
JAバンク、JFマリンバンクの安定的な資金調達基盤を背景に、国内外で多様な投融資を行い、資金の効率的な運用を図ることにより、
会員への安定的な収益還元を行う。



インパクト創出の取組みの全体像①（インパクト創出に取組む背景）
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◼ 資産（貸出金、有価証券などのバランスシートの左側）における自然資本・生物多様性の関係性のみならず、負債（JAなどからの預金、
ひいては農業者からの貯金）にも気候や自然資本・生物多様性との強いつながりがあるユニークな金融機関。

◼ 負債側、資産側いずれも、自然への依存度が高く、気候変動による影響含め、生態系、水、大気などの毀損は経営上の重要課題の1つ。

当金庫と自然や気候（経済社会の基盤）との関係性

リスク

機会

資金
調達

投融資

自然や気候（経済社会の基盤）
かかわり かかわり

投融資先（バランスシートの左側） 資本・資金調達先（バランスシートの右側）

出資者（会員）
農協（JA）、漁協（JF）、森林組合
（JForest）および連合会等

約3,000団体

JA 約1,000万人

JF 約25万人

JForest 約145万人

組合員（農林水産業者等）

グループ一体の
国内外での投融資等により、

国内外大手から
地場企業・農林水産業者・
スタートアップまでの
幅広い取引ネットワーク

1,700社以上

注：数値は2026年3月末現在
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インパクト創出の取組みの全体像②（価値創造モデル）

農林中央金庫の

100年の歩み

中期ビジョン

（事業戦略）

ステークホルダーへ

提供する価値

（事業活動の成果）

社会へ

提供する価値

重要課題の解決 パーパスの実現

持てるすべてを

「いのち」に向けて。
経営資本

自然 社会・関係

財務 設備

知的 人的

事業活動

リテールビジネス

投資ビジネス

脱炭素社会の実現

自然と共生する社会の
実現

農林水産業の“稼ぐ力”
の強化

脱強靭な食料システム
の実現

国内外での“豊かな”
暮らしの実現

Impact

食農ビジネス

財務資本だけではない、
各経営資本へのポジティブな蓄積 事業活動により社会へ価値を還元し、

最終的に重要課題の解決、
パーパスの実現を目指す

◼ 投融資やリテールビジネス事業を通じて、ステークホルダー・社会に価値に還元するほか、それが当金庫の財務資本だけでなく、持続可能
な自然資本、社会・関係資本、人的資本等の経営資本にもポジティブな蓄積があると認識。
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農林中央金庫が目指す姿と重点戦略および取組概要

農林水産業・
地域 企業・消費者

重点領域

気候変動 自然資本・生物多様性 循環経済

基盤となる経営・リスク管理態勢の強化

環境・社会価値を伴う食の安定供給

利益とリスク・コストのわかちあい

代表的な取組み
・ サステナブル・ファイナンス
・ カーボンクレジット創出・販売支援
・ エンゲージメントの実施

・ イニシアティブへの参画
・ インパクト創出・可視化に向けた取組み

等

食農バリューチェーン全体の持続可能な状態への移行と当金庫の戦略・取組み

◼ 当金庫は気候変動と自然を一体の課題として捉え、食農バリューチェーン全体を持続可能な状態への移行することを目指
しています。その中で、重点領域として「気候変動」、「自然資本・生物多様性」、「循環経済」を軸としながら、様々な取組みを行ってい

ます。
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本日は、

サステナブル・ファイナンス

インパクト創出・可視化に向
けた取組み

について、「食と農のインパクト
指標」を切り口として事例をご紹
介します。



サステナブル・ファイナンスについて

7

◼ 2021から2030年度までにサステナブル・ファイナンス新規累計実行額15兆円を目指して、様々なアセットクラスにおいて取組み。元々10
兆円の目標としていたが、2025年度に前倒し達成したため、15兆円へ上方修正。

➢ 当金庫のサステナブル・ファイナンスの定義や具体的事例に
ついてはこちら

サステナブル・ファイナンス：農林中央金庫

【課題認識】

市場環境が目まぐるしく変化する中でも、サステナブル・ファイナ
ンスの量については、収益性および環境・社会性を評価したう
えで順調に積み上げることができている。

➢ 一方で、当金庫として目指す姿を達成するために、戦略に
より合致したファイナンスを積み上げていくことに課題感。

⇒インパクト・ファイナンスへの取組み

https://www.nochubank.or.jp/sustainability/management/finance/


インパクトファイナンスの取組み（インパクト指標の紹介）
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◼ 融資・投資双方でインパクト・ファイナンスの取組みを拡充中。

ポジティブ・インパクト・ファイナンス（融資） インパクト投資（未上場株向けファンド投資）

✓ ポジティブ・インパクト・ファイナンス（以下、PIF）は、企業活動が経済・社会・環境
に及ぼすインパクトを包括的に分析・評価し、指標と目標を設定したうえ、モニタリン
グを通じてその実現に向けた継続的なエンゲージメントを重視したファイナンス。

✓ 株式会社バローホールディングス（以下、バロー）は、スーパーマーケットをはじめ、
ホームセンター、ドラッグストア、スポーツクラブ等を展開。

✓ 本ファイナンスにおいては、事業活動を通じた地域との繋がり、将来を担うこどもの支
援、次世代に環境資源を残すといった一連のサステナビリティ活動について包括的に
評価のうえ、インパクトKPIを設定。当金庫は農林水産業に強みを持つ金融機関と
してKPI達成を支援することで、バローが目指す「100年後のこどもたちに繋ぐ持続
可能な社会づくり」の実現を後押しするもの。

主なインパクトKPI

ポジティブインパクトの拡大

健康増進事業の受託数を
2030年度までに2023年度比30%増加

フードドライブポストの設置数を
2026年度までに300基以上設置

こども支援活動に取り組む団体と
2026年度までに120件以上連携

定年再雇用者数を
2024年度から7年間累計で700名以上とする

2025年度まで大森の径にかかる
自然共生サイトの認定を得る

ネガティブインパクトの低減

2030年サプライチェーン上での温室効果ガス
排出量40%削減（2019年度比）

2050年サプライチェーン上での温室効果ガス
排出量ゼロ（2020年度比）

再生可能資源回収量を2030年度までに
2024年度比30%増加

食品廃棄物発生量を2029年度までに
2016年度比45%削減

就業制限相当者率を2030年度までに
2023年度比5pt低減

※黄色は食や農に関連するインパクト指標

投資事例（Apollo Impact Mission Fund）

✓ 北米・西欧の企業を中心に、財務パフォーマンスと環境・社会インパクトが相互
に高めあう案件への投資を行うファンド。対象セクターは、①経済的機会の創出、
②教育・雇用、③健康・安全・福祉、④産業・技術革新、⑤気候変動。

✓ インパクト測定方法は、5 dimensions of impact（What、Who、How 
much、Contribution、Riskの5つの観点から企業やプロジェクトが創出するイ
ンパクトを総合的に分析する手法）による分析を踏まえインパクトKPIを設定す
ることに加えて、B Corp（米国の非営利団体B Labによる国際認証制度で、
環境や社会に配慮した公益性の高い企業に認証が与えられる）のB Impact 
Assessmentスコアを取得し投資先企業の客観的な環境・社会性の評価を
実施。

✓ 当ファンドのインパクトの測定方法についても第三者のレビューを受けるなど、客
観性・信頼性を担保。

当ファンドの投資先事例とインパクトKPI

投資先業種 インパクト概要 主なインパクト指標

ヒスパニック
向け食品
スーパー

➢ 低中所得の顧客に、新鮮で手頃な
価格の文化的に関連する幅広い食
品を提供。

➢ サービスの行き届いていないコミュニ
ティで事業を行うことで、栄養価の
高い食品への顧客のアクセス増、健
康・福祉の向上に貢献。

➢低所得地域の店舗数

➢寄附等を行った食品の
金額

出所：農林中央金庫 サステナビリティホームページ、Apollo Impact Mission Fund Annual Impact Report 2024



「インパクト創出・可視化の取組み」の概要

◼ 事業を通じたインパクトの創出・可視化を積極的に推進しており、その一環として、農林水産業や地域の活性化に資する取組みが
創出するインパクトを評価・計測・管理する一連の独自ガイダンスを2024年度に開発。

◼ 本ガイダンスを基に、各部支店が様々なステークホルダーと共同で実施する取組みについて、事業活動がどのように短・中・長期の
インパクトを創出していくかの経路をロジックモデルにより可視化し、インパクト指標の計測・改善を実施。

課題分析 ロジックモデル作成 成果指標設定 データ収集・分析 報告・改善1 2 3 4 5

1. 巻き込むべきステークホル
ダーや活用方法を明確化。

2. 取り組むべき社会・環境
等の課題やその要因を明
らかにするとともに、目指す
姿を定義。

3. 課題解決のために取り組
む事業の目的、目標と内
容を設定。

1. 事業におけるインプットから
インパクトまでの道筋を
明確化。

2. ロジックモデル全体の点検。

1. 計測対象とするアウトカム
を決定。

2. 成果指標を設定。
成果指標の定義やデータ
ソース、計測時期等も
併せて明確化。

1. 成果指標を実際に計測。
2. 計測結果を分析し、事業

改善のための示唆を抽出。

1. 成果指標を実際に計測。
2. 計測結果を分析し、事業

改善のための示唆を抽出。

• 上記のインパクト評価フレームワークは、㈱格付投資情報センター（R&I）様より、
Sustainable SEEDS評価を取得（第１号案件）

• 本フレームワークに基づき、これまでにインパクト評価を実施した案件は21案件

9

※2026/10/2現在



サステナビリティ報告書2026別冊 「Impact Book」のご紹介

◼ 2026/８月末に発行のサステナビリティ報告書の別冊として、「Impact Book」を発行。
◼ これまでにインパクト評価した21案件のうち、前橋支店・高松支店の事例取り上げ、取組みの経緯、ロジックモデル、ステークホルダーイン
タビューなどの掲載により、ステークホルダーの想い、試行錯誤、成果を伝えていくもの。

主なコンテンツ内容

農林中央金庫の価値創造を現場からひもとく座談会

• 社会への価値創造をテーマとして、前橋支店、高松支店、営業

企画部、経営企画部の座談会内容を掲載

高松支店 －農業参入支援プロジェクトー

• 資金提供・ステークホルダー連携等を通じた、「四国電力」の農業

参入や、いちご農業法人「空浮」の事業規模拡大に向けた支援を

ご紹介

前橋支店 －農福連携支援プロジェクトー

• 農業者と福祉事業所のマッチングにより、農業分野での人手不足

解消、障がい者の働きがい・生きがいの醸成に寄与する農福連携

の取組みをご紹介

P.11-16

P.17-21
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農業参入支援の事例～全体像
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✓ 当金庫高松支店がハブとなり、
四国電力の農業参入（いち
ご・ししとう）について、JAや行
政との仲介や、共同出資を実
施。

✓ また、いちごの生産・販売を行う
空浮に対しては、事業拡大に
伴うパートナー企業として大手
不動産会社との仲介や、日本
政策金融公庫と協調融資を実
施。

支援の全体像



農業参入支援の事例～ロジックモデル①
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農業参入支援の事例～ロジックモデル②
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農業参入支援の事例～インパクト指標
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✓ 当金庫は各社の収穫量や売上・
所得が増加していくことで、農業
従事者の所得向上、従事者数
の増加、地域経済の活性化など
ポジティブ・インパクトに繋がってい
くと考えている。

✓ そのため、短期アウトカムとして置

いている農作物の収穫量
や所得指数をインパクト指標

として開示。

インパクト指標



農業参入支援の事例～ステークホルダーの声①
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✓ 規模拡大に踏み切った経緯、
軌道に載せるまでの試行錯誤
や紆余曲折、農業経営に関す
る考え方、従業員への想い、今
後の展望などをインタビューや動
画作成により可視化。

インタビュー・動画作成



農業参入支援の事例～ステークホルダーの声②
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✓ 地域の大企業が農業参入に
至った背景・理由、軌道に載せ
るまでの試行錯誤・紆余曲折、
当金庫の支援内容・関わり方、
取組みの中で組織内外で起
こった変化、今後の展開、当金
庫に期待することなどを対談形
式で可視化。

３社対談



農福連携の事例～全体像①
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✓ 当金庫前橋支店が、人
手不足で悩む農業者と、
障がい者の就労機会を増
やしたい福祉側の仲介役
として、双方の不安とニー
ズを聞き取り、マッチング。

支援の全体像①



農福連携の事例～全体像②
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✓ 農業者に対して一連の農
作業工程の細分化を提
案し、障がい者が担える
作業を明確にすることや、
定期的に情報誌を発行す
ることで農業者の情報深
化を図るなどにより、マッチ
ングを促す。

支援の全体像②



農福連携の事例～ロジックモデル
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農福連携の事例～インパクト指標
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✓ 農業者に関しては、「どの程
度人手不足解消に貢献した

か」について「農作業を委
託した時間」として計測。

✓ 障がい者に関しては、「所得
向上金額」だけでなく、「働き
がい・生きがい」に繋がってい
るのかを農作業とその他作業
のアンケートを比較することに

より計測。「役割認識因
子」「チームワーク因
子」が向上する可能性が示
された。

インパクト指標



農福連携の事例～ステークホルダーの声
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✓ 農業者・福祉事業者・当
金庫担当者の３社対談
形式にて、農福連携に取
組んだきっかけ、当時持っ
ていた課題意識、実際に
始めてみてどうだったか、ど
のような変化があったか、
今後の展望などについて
可視化。

３社対談



本日のまとめ
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◼ 全ての案件に共通して言えることは、関わるステークホル
ダーがwin-winの関係になっていけるように常に模索して
いく必要があること、インパクトと経済性の両立を図っていく
ことが長期的に持続可能な企業・ビジネス・社会を作って
いくということ。

◼ 食や農林水産業は人々の生活や社会の基盤であり、維
持・成長させていくためには長い時間軸で考えることが必
要。

◼ 食や農林水産業に人々が関わっていくことで、人々のウェ
ルビーイングの向上にも貢献していくことができる可能性が
ある。

◼ それらを可視化してPDCAを回していくことが、中長期的に
より多くのステークホルダーを巻き込んで、ポジティブ・インパ
クトを創出することができるのではないか。

フードドライブポストの設置数

こども支援に取組む団体との連携数

食品廃棄量削減率

低所得地域の店舗数

寄附等を行った食品の金額

農業法人の所得指数

農作物の収穫量

農作業を委託した時間

役割認識因子

チームワーク因子

PIF

インパクト投資

農業参入支援

農福連携支援

本日ご紹介したインパクト指標例



免責事項
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は適切であることを保証するものではありません。
本資料に記載された内容の実施に際しては、これ
らの事項について妥当とされる専⾨家に助言を求
めることが必要です。

• 農林中央金庫の書⾯による許可なく本資料を第
三者へ開示・複製・配布はなされませんようお願い
いたします。

• 農林中央金庫およびグループ会社のアドバイザリー
サービス、投融資を受けるにあたっては所定の審査、
手続きが必要となり、ご希望に添えない場合もあり
ますのであらかじめご了承ください。
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Impact Bookのダウ
ンロードリンクはこちら
をクリック☚

Climate & Nature
レポートのダウンロードリ
ンクはこちらをクリック☚

農林中央金庫 サステナビリティ
報告書2026 「Impact Book」
に関するアンケート

1～2分の匿名アンケートにご協力
いただけますと幸いです↓↓

https://www.nochubank.or.jp/sustainability/backnumber/pdf/sustainability-pdf_2026/impactbook.pdf
https://www.nochubank.or.jp/sustainability/backnumber/pdf/sustainability-pdf_2026/impactbook.pdf
https://www.nochubank.or.jp/sustainability/backnumber/pdf/sustainability-pdf_2026/impactbook.pdf
https://www.nochubank.or.jp/sustainability/backnumber/pdf/sustainability-pdf_2026/impactbook.pdf
https://www.nochubank.or.jp/sustainability/backnumber/pdf/2026/climate_nature_2026.pdf
https://www.nochubank.or.jp/sustainability/backnumber/pdf/2026/climate_nature_2026.pdf
https://www.nochubank.or.jp/sustainability/backnumber/pdf/2026/climate_nature_2026.pdf
https://urldefense.com/v3/__https:/forms.cloud.microsoft/Pages/ResponsePage.aspx?id=HyK3NgJKLku1D6gC4FkxYJ5wOUkm4tlEl8cZCIT_vmtUQ1NXQ1o5NkRFWFlWS0dQT0lPTU00WERKTS4u__;!!Ip_YnV6a5eYJ9Q!0Ai_usj7wPN6HjvlgTBXuPin1jTrFQ0OsrWqRgrW-_4X1PN99iMAoSFOolOeTmvX2FM5TlRRNSYoTnnWaoQx1WUwB8_0gVLiLXND3Ac$
https://urldefense.com/v3/__https:/forms.cloud.microsoft/Pages/ResponsePage.aspx?id=HyK3NgJKLku1D6gC4FkxYJ5wOUkm4tlEl8cZCIT_vmtUQ1NXQ1o5NkRFWFlWS0dQT0lPTU00WERKTS4u__;!!Ip_YnV6a5eYJ9Q!0Ai_usj7wPN6HjvlgTBXuPin1jTrFQ0OsrWqRgrW-_4X1PN99iMAoSFOolOeTmvX2FM5TlRRNSYoTnnWaoQx1WUwB8_0gVLiLXND3Ac$
https://urldefense.com/v3/__https:/forms.cloud.microsoft/Pages/ResponsePage.aspx?id=HyK3NgJKLku1D6gC4FkxYJ5wOUkm4tlEl8cZCIT_vmtUQ1NXQ1o5NkRFWFlWS0dQT0lPTU00WERKTS4u__;!!Ip_YnV6a5eYJ9Q!0Ai_usj7wPN6HjvlgTBXuPin1jTrFQ0OsrWqRgrW-_4X1PN99iMAoSFOolOeTmvX2FM5TlRRNSYoTnnWaoQx1WUwB8_0gVLiLXND3Ac$
https://urldefense.com/v3/__https:/forms.cloud.microsoft/Pages/ResponsePage.aspx?id=HyK3NgJKLku1D6gC4FkxYJ5wOUkm4tlEl8cZCIT_vmtUQ1NXQ1o5NkRFWFlWS0dQT0lPTU00WERKTS4u__;!!Ip_YnV6a5eYJ9Q!0Ai_usj7wPN6HjvlgTBXuPin1jTrFQ0OsrWqRgrW-_4X1PN99iMAoSFOolOeTmvX2FM5TlRRNSYoTnnWaoQx1WUwB8_0gVLiLXND3Ac$
https://urldefense.com/v3/__https:/forms.cloud.microsoft/Pages/ResponsePage.aspx?id=HyK3NgJKLku1D6gC4FkxYJ5wOUkm4tlEl8cZCIT_vmtUQ1NXQ1o5NkRFWFlWS0dQT0lPTU00WERKTS4u__;!!Ip_YnV6a5eYJ9Q!0Ai_usj7wPN6HjvlgTBXuPin1jTrFQ0OsrWqRgrW-_4X1PN99iMAoSFOolOeTmvX2FM5TlRRNSYoTnnWaoQx1WUwB8_0gVLiLXND3Ac$
https://urldefense.com/v3/__https:/forms.cloud.microsoft/Pages/ResponsePage.aspx?id=HyK3NgJKLku1D6gC4FkxYJ5wOUkm4tlEl8cZCIT_vmtUQ1NXQ1o5NkRFWFlWS0dQT0lPTU00WERKTS4u__;!!Ip_YnV6a5eYJ9Q!0Ai_usj7wPN6HjvlgTBXuPin1jTrFQ0OsrWqRgrW-_4X1PN99iMAoSFOolOeTmvX2FM5TlRRNSYoTnnWaoQx1WUwB8_0gVLiLXND3Ac$
https://urldefense.com/v3/__https:/forms.cloud.microsoft/Pages/ResponsePage.aspx?id=HyK3NgJKLku1D6gC4FkxYJ5wOUkm4tlEl8cZCIT_vmtUQ1NXQ1o5NkRFWFlWS0dQT0lPTU00WERKTS4u__;!!Ip_YnV6a5eYJ9Q!0Ai_usj7wPN6HjvlgTBXuPin1jTrFQ0OsrWqRgrW-_4X1PN99iMAoSFOolOeTmvX2FM5TlRRNSYoTnnWaoQx1WUwB8_0gVLiLXND3Ac$
https://urldefense.com/v3/__https:/forms.cloud.microsoft/Pages/ResponsePage.aspx?id=HyK3NgJKLku1D6gC4FkxYJ5wOUkm4tlEl8cZCIT_vmtUQ1NXQ1o5NkRFWFlWS0dQT0lPTU00WERKTS4u__;!!Ip_YnV6a5eYJ9Q!0Ai_usj7wPN6HjvlgTBXuPin1jTrFQ0OsrWqRgrW-_4X1PN99iMAoSFOolOeTmvX2FM5TlRRNSYoTnnWaoQx1WUwB8_0gVLiLXND3Ac$
https://urldefense.com/v3/__https:/forms.cloud.microsoft/Pages/ResponsePage.aspx?id=HyK3NgJKLku1D6gC4FkxYJ5wOUkm4tlEl8cZCIT_vmtUQ1NXQ1o5NkRFWFlWS0dQT0lPTU00WERKTS4u__;!!Ip_YnV6a5eYJ9Q!0Ai_usj7wPN6HjvlgTBXuPin1jTrFQ0OsrWqRgrW-_4X1PN99iMAoSFOolOeTmvX2FM5TlRRNSYoTnnWaoQx1WUwB8_0gVLiLXND3Ac$
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